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１ 学校教育目標 

  

 

 

 

２ 今年度の学校重点目標 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己評価項目   

分野・領域 評価項目（取組内容） 

道徳・人権教育 
・年間指導計画に準じて指導を行う。 

・自尊感情の高い子どもを育成する。［わたし］ 

・差別を許さない、他者を大切にする子どもを育成する。［あなた・みんな］ 

研究推進 

・主体的、対話的で深い学びが実現できる授業を構築する。 

・児童の学ぶ力を向上させるための手立てを考え実践する。 

・児童の「からだ」を育てる実践を評価し、多様な教科領域に生かす。 

生徒指導 

・教職員は生活指導の方針を共通理解し、指導に温度差なく「チーム武庫」と

して指導にあたる。 

・保幼中や地域、関係機関との連携を図る。 

・本校「いじめ防止基本方針」をもとに学校全体で組織的な取り組みを行う。 

家庭・地域との 

連携 

・保護者や地域の思いや願いを把握する。 

・コミュニティ・スクールの充実を図る。 

・地域と連携・協力した取り組みを積極的に進める。 

・地域の人材を積極的に活用する。 

 

学校名 三田市立武庫小学校          

未来を生き抜く力と健やかな「からだ」の育成 

 ～認め合い 学び合い 高め合い～ 

 

（１）「確かな学力」の育成 

○「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業の展開  ○学びを保障する教育環境整備 

○タブレットをはじめとしたＩＣＴ機器を活用する力の育成 

（２）「豊かな心」の育成 

 ○規範意識や道徳性を育む教育の推進  ○「共生」の心を育む教育の充実 

○豊かな人間性と社会性を育む体験活動の充実 

（３）「健やかなからだ」の育成 

 ○子どもの体を育てる教育（身体教育）の推進 

○体力・運動能力向上をめざした教育、運動を好きになる教育の推進 

○食育・健康教育の推進 

（４）多様な教育的ニーズに応じた教育 

 ○特別支援教育の推進  ○児童への相談・支援体制の充実 

（５）信頼される学校づくりの推進 

○学校組織機能の強化  ○教職員の資質向上 

（６）学校・家庭・地域の連携と協働 

○地域とともに歩む学校づくりの推進 〇地域で支える子どもの育成活動の推進 

（７）勤務時間の適正化 

  ○業務改善・校務および行事のスリム化  



４ 学校関係者評価委員会 

 （１）構成 

氏 名 所属等 氏 名 所属等 

小林 孝 
あいさつ運動代表 

（青少年補導員） 
大向 勲 校長 

柏本 みのり スポーツ２１振興員 武内 健介 教頭 

宝代地 まり子 放課後子ども教室代表 棘木 晶子 主幹教諭 

田村 和成 まちづくり連絡協議会 笠谷 州平 主幹教諭 

齊藤 真理 
学校支援ボランティア 

コーディネーター 
谷口 雅子 教諭 

西田 千春 武庫小学校ＰＴＡ代表 清水 拓哉 教諭 

 

  

（２）活動計画   

時期（月） 内       容 

５月 

６月 

７月 

１０月 

１１月 

１２月 

 

２月 

３月 

・第１回学校関係者評価委員会 ・運動会参観 

・オープンスクール参観 

・第２回学校関係者評価委員会 

・人権参観日の参観 ・音楽会参観 

・武庫フェスティバル参観 

・第３回学校関係者評価委員会  

本年度の取り組みの中間総括 

・参観日の参観 

・第４回学校関係者評価委員会  

  保護者・教職員・児童それぞれのアンケートの分析結果の評価 

 


